
沿革

1958年 （昭和33年）

・設立
・東京都立光明小・中学校において、同年７月４日～５日、「全国肢体不
自由養護学校ＰＴＡ連合会」結成式を開催する。参加７校（光明、大阪、
愛知、神戸友生、京都呉竹、尼崎、静岡）

1959年 （昭和34年）
・全国肢体不自由養護学校長会他、関係団体とともに『肢体不自由養護学
校義務制設定促進大会』を開催する。

1960年 （昭和35年）
・大阪府立堺養護学校にて、総会・研究協議会を開催。これ以後、毎年、
全国規模で開催する。

1969年 （昭和44年）
・肢体不自由養護学校「全国都道府県設置記念大会」を国立教育会館に於
いて開催する。

1972年 （昭和47年）

・全国肢体不自由養護学校ＰＴＡ連合会並びに校長会合同研究大会（大分
大会）に於いて、『重度・重複化しつつある肢体不自由養護学校のＰＴＡ
活動はどうあるべきか』が、研究協議のテーマとして出される。

1974年 （昭和49年） ・東京都は全国に先駆けて、障害児希望者全員就学を実施する。

1978年 （昭和53年） ・国は、養護学校教育の義務制を実施する。

1981年 （昭和56年）

・国際障害者年『ともに生きる豊かな国づくりをめざす肢体不自由養学校
のＰＴＡとして、どのように活動していけば良いのか』をテーマに８００
名が参加し、青森大会を開催する。

1985年 （昭和60年）
・全国肢体不自由養護学校ＰＴＡ連合会結成３０周年記念大会を東京の国
立教育会館内虎ノ門ホールにて開催する。

1989年 （平成元年） ・本会の事務局設置に向けての準備を始める。

1991年 （平成3年）

・本会の事務局を現在の事務所の設置場所である、社会福祉法人全国心身
障害児福祉財団内に置く。
・会報を年間２回発行する。

1993年 （平成5年）

・千葉大会にて、肢体不自由児・者の美術展とパソコン等機器の展示を行
う。
・会報を年間３回発行する。

1995年 （平成7年）

・１月の阪神・淡路大震災により大きな被害を受けながらも、開催地の会
員の努力と
　全国の会員の応援を受け「第３９回　兵庫大会」を開催する。



1997年 （平成９年）

・全国肢体不自由養護学校ＰＴＡ連合会「結成４０周年記念東京大会」を
東京国際フォーラムにて開催する。大会テーマを『生きがいと自立を支え
る肢体不自由教育及び社会づくりのために、これからのＰＴＡ活動はどう
あるべきか』とする。

2001年 （平成13年）

・全国へ「医療的ケアの必要な児童・生徒の保護者にアンケート」を実施
し、文部科学省および厚生労働省へアンケート結果と要望書を提出する。
・第４４回「滋賀大会」より第１分科会の『自立促進』を『学校との連
携』に、第２分科会の『社会啓発』を『地域との連携』と変更する。

2003年 （平成１５年）

・文部科学省（厚生労働省と連携）養護学校における医療的ケアに関する
研修事業・モデル事業を実施。中央教育審議会の審議状況を踏まえ、第４
６回「沖縄大会」において、国の情報を広く提供する為に、文部科学省、
厚生労働省から提言ならびに保護者の立場からの提言とし、初めてシンポ
ジウムを試みる。
 　テーマ　「乳幼児期から学校卒業まで、一貫した支援をもとめて」
 　　　　　　　　　　　　　～教育、医療、福祉、労働の連携の在り方～

2006年 （平成１８年）

・文部科学省「教育基本法」公布。
・厚生労働省「障害者自立支援法」施行。
・第４９回「岐阜大会」に於いて、次年度の記念大会との繋がりを持つ為
に、全国
 特別支援教育推進連盟理事長、三浦和（みうらひとし）氏と独立行政法人
国立特殊
 教育総合研究所前理事長、細村迪夫（ほそむらみちお）氏と全国肢体不自
由養護学
 校ＰＴＡ連合会、第4代会長（顧問）垰野兪（たおのやすし）氏による
「記念鼎談」を設ける。

2007年 （平成１９年）

・４月１日、改正学校教育法の施行。
・ウエスティン都ホテル京都に於いて、結成５０周年記念「京都大会」 ８
月１９日(日)～２１日(月)を開催、記念式典に於いて、高円宮妃殿下のご臨
席ならびに お言葉を賜る。文部科学省、厚生労働省から大臣祝辞を賜る。
 記念シンポジウム　「肢体不自由教育のこれまでとこれから」
 　　　 　　　　　　　～特別支援学校におけるＰＴＡの役割りを考える～
＊８９２名の参加
・全肢Ｐ連｢５０年史｣作成する。大会参加者、関係省庁および関係団体の
他に国会図書館等、全国の特別支援学校(盲・聾・知・肢・病弱)へ寄贈
・１２月６日(木)有楽町朝日ホールマリオンにて、 アジア太平洋障害者の
十年(2003～2012)中間年記念　障害者関係功労者「内閣総理　大臣表彰」
を賜る。
・３月２日（日）新宿小田急サザンタワーにて「内閣総理大臣表彰を祝う
会」を行う。
・１２月内閣府障害者施策推進本部「重点施策実施５か年計画」を配布。



2008年 （平成２０年）

・１月、中央教育審議会は「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別
支援学校の学習　指導要領等の改善について」を答申した。
・８月２０日(水)の総会(岡山コンベンション)にて、「全国肢体不自由特別
支援学校ＰＴＡ連合会」へ名称変更した。
・同窓会に於いて、会費一人　「年/３５０円を４００円」とし、承認され
る。
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成２１年４月実
施)
・大会研究主題を「子どもたちの一人一人のニーズに応じた特別支援教
育・肢体不自由教育の取り組みおよび共生社会づくりの為、ＰＴＡ活動は
どうあるべきか。」とした。

2009年 （平成２１年 ）

・第５２回宮崎大会の会員研修に於いて、特別講師として「しいのみ学
園」設立者　曻地三郎（しょうちさぶろう）氏（福岡県在住、１０３歳）
を招き、講演を行う。会報を福祉情報誌「アイムファイン」とコラボレー
ションをし、年４回の発行とする。他に「総会特集号」「大会特集号」を
発行し、合わせて年６回になる。

2010年 （平成２２年 ）
・中央教育審議会に於いて「特別支援教育の在り方に関する特別委員会」
の開催、 文科省から委員委嘱

2011年 （平成２３年 ）

・厚生労働省の「特別支援学校における医療的ケアの実施に関する検討委
員会」へ委員委嘱
・第54回「神奈川大会」に於いて、聖路加国際病院日野原重明理事長の講
演を開催　テーマ「みんなの力で　みんなを支援」

2012年 （平成２４年 ）

・中央教育審議会初等中等教育分科会から「共生社会の形成に向けたイン
クルーシブ教育システム構築のための特別支援教育の推進」について報告
・事務局を東京都新宿区西早稲田2-2-8全国心身障害児福祉財団ビルから港
区芝大門1-10-1全国たばこビルへ移転(8/26)
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